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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、2022 年５月 13 日に公表した 2023 年３月期（2022 年４月１日～2023 年３月

31 日）の業績予想を修正することとしましたので 、お知らせいたします。 

 

１．2023 年３月期 連結業績予想数値の修正（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

45,400 

百万円 

1,850 

百万円 

2,100 

百万円 

1,550 

円 銭 

94.49 

今回修正予想（Ｂ） 44,700 1,040 1,410 960 58.48 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △700 △810 △690 △590 － 

増 減 率 （ ％ ） △1.5 △43.8 △32.9 △38.1 － 

（ご参考）前期実績 

（2022 年３月期） 
41,510 1,635 1,926 1,493 91.06 

 

２．修正の理由 

2023 年３月期の連結業績予想につきましては、５月 13 日に公表しました業績予想に対し、売上高につい

ては、船舶港湾機器事業での円安効果や、案件の谷間から回復した防衛・通信機器事業、及び機器販売が増

えている鉄道機器事業における売上高増加が見込まれ、受注残高も高水準となっております。一方、部品の

供給不足による来期以降への案件の繰り越しが多いことや、油空圧機器事業の中国市場における産業機械の

需要停滞の継続が見込まれることから、前回発表予想をやや下回る見込みとなりました。 

利益については、売上高の減少、想定以上の原油、原材料、及び半導体等の価格高騰の影響を大きく受

け、各事業で売価の適正化に取り組んでいるものの、効果を得るのに時間を要することや、高付加価値案件

の繰り越し等から、営業利益、経常利益、及び親会社株主に帰属する当期純利益が前回発表予想を下回る見

込みとなりました。 

 

なお、2023 年３月期の配当につきましては、期初の予定を維持しまして、１株当たり普通配当５円を増

配し、年間 30 円を実施する予定です。 

 

※上記の予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、当社としてその実現

を約束する趣旨のものではありません。実際の業績は今後様々な要因によって予想数値とは異なる結果と

なる可能性があります。 

 

以上 


